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片岡 寛仁先生　　

沖縄　島さんぽ

「なはーと」周辺！
おすすめ観光スポット「Bar Daisy（デイジー）」
会場近くで夜楽しめるお店を紹介します。沖縄の素材を使ったミクソロジーカクテルが味わえるお店です。ミ
クソロジーカクテルとは、新鮮なフルーツや野菜、ハーブやスパイスを組み合わせて作るカクテルのことで、
素材そのもののうまみを極限まで引き出せると言われています。液体窒素やスモークマシンを用いて作る、ダ
イナミックな科学実験のようなシーンは一見です。味と見た目の両方が楽しめます。

沖縄あるある～八重山編～

 子ども自らが「わかる・できる・追究したい」を実感できる授業づくりを目指し、沢山のしくじり指導を繰り返して
きました。しくじりの中で児童から学んだことは、深い学びは教師主導では生まれず、子ども同士の「ずれ」や「困っ
た・わからない」を生かすことこそが鍵であったということです。シンポジウムでは実践例をもとに、「教師の出番や
役割」について皆様と共に学びを深めていければと思っております。

片岡 寛仁（かたおか・のぶひと）
好きな食べ物：肉・スモークサーモン・桃     趣味：運動　我が子の試合観戦　映画鑑賞
【略歴】
小田原市立酒匂小学校総括教諭。
日本授業ＵＤ学会湘南支部支部長。「学級経営」「国語科」「道徳科」を中心に校内研修や講演会で
講師を務める。

第8回研究集会（沖縄） めんそーれ通信vol5

～インクルーシブ教育のシステム構築のために、今、通常の学級でできること～
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はいさい！！！皆様いかがお過ごしでしょうか。日本LD学会第８回研究集会第５号通信をお届けいたします。
今回はシンポジウムの話題提供者、片岡 寛仁（かたおか・のぶひと）先生のご紹介です。

●沖縄県内では、新暦と合わせて旧暦で動く行事が多数存在します。
その中で、八重山地方では、旧盆の時期に行われる【あんがまー】がありま
す。公民館のある場所が主となる活動場所になります。各地で青年会が、んみ
ーとうしゅまいに連れられて子孫たちが民謡を中心に、歌と踊りが繰り広げら
れています。中でも目玉は、仏壇のある家々を回りながら、観衆とあんがまー
の方言での珍問答は観客の楽しみの一つです。旧盆に地域を巡り歩くあんがま
ーも良きですが、旧盆の終わった頃に、『とぅずみ』という公民館でのあんが
まー踊りもいいものですよ。一つの場所で行う事。あんがまー以外のみなさん
が顔を出して踊るので、違った楽しみもあります。どちらも地域独特の歌と踊
りが楽しめます。
　


